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翻 刻 並 び に 注 一一一
岩 井 憲 幸
例 言
一 本稿 は静嘉 堂文庫所 蔵 『文法 規範』六 巻五冊(巻 五 は欠)の うち
,さ き
に発表 した巻一 ・巻二 の翻刻 に続 く,巻 三 の翻刻 で ある。以下続刊 とす る。
巻一・翻 刻:本 誌 通 巻379号,'2004年1月,pp.55-87.巻二 翻 刻:本 誌通ど
巻'388号,2005年1月,pp.69-109.
-s書 誌 事 項 は 巻 一 凡 例 に 譲 る
。 た だ し巻 三 本 文 全18葉 。
一 翻 刻 の 方 針 も 巻 一 凡 例 お よ び 巻 二 例 言 に 譲 る
。
一 参 考 文 献 リ ス トに 次 の5点 を 追 加 す る
。 こ れ ら は 主 に ロ シ ア 語 の 諸 形 態






















注(1)「魯語 」 の2字 京 大 本 な し。
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學ω1
語r－ 二 三 四 五 六』ω
小 能 所 中 再 両 助
成 働 働 性 蹄 働 動
巻 動 動 動 動 動 詞5
二 詞 詞 詞 詞 詞
裏
魏 動詞轄移O同 轄動詞 ノ轄移二二種 有 リ。其一・・、
直 説 法 ノ現 在 時 単 複 ニノ第 二 名 ノr第一・名ハ我第二名ハ爾第三名・・彼以下肪之』(2}時ハ其 動
詞,語 尾 。匹i;偽 ス。即 ㍍H。 蒜2～・・ト云。如。.ぴ ・其二,語 尾 。_・ ・ト
ホハ　ス
為 ス。即Thllllo6Mlllli(8)ト云 ヵ如 シ。r語二lhテ把en(3)ト又n-s{7)rトナス■アルヲ云』田○(6)
不 轄(9〕動 詞 ハ轄 移 甚 多 端 且 其 詞 ノ哨 二曲 テ轄 例 ヲ異 ニス。 故 二足 ・、
習 練 ノ功 ヲ積 マサレハ知 μ得 ルコト難 シ。 因 テ今 他 方 ノ人 二示 シ書 スコト能 ハサル也 。
」(1オ)
注(1>「學語 小 成 」 の名 称 は こ こで初 め て 出 て くる。 「文 法 規範 巻 三 」 は1ウ に再掲
され て い る。c£ 「語 學 小成 巻 之 四」 「俄羅 新語 學 小成巻 六 」。「語學 」 「學 語」 は い
ずれ もrpaMMaTMKaの訳語 。 巻1の1オ 参 照。 「學 語小 成」 と 「文法 規 範」 との関
係 は不 明 だが,後 者 に さ らに語 彙 集 の ご と き もの を加 え 含 め て,体 系 的学 習 ・研
究 書 を 企 図 した名称 か 。(2)京 大 本 も朱 筆 。(3)正:emb、田 とTの 筆 記 体 で の
字 形 の近似,sとbの 字 形 の近 似 に よ る誤 り。(4)朱線 。 京 大本 な し。{5}正:
yHTae皿b.{6}朱丸 。 京 大 本 も同 じ。(7)正:Hlllb.{8)正:nro6nmb.(9)「不 」




此節奉ル者ハ能働 動詞 ノilK)6mbト云 フ語 ノ直説法使令法















注{1}「 顕 」 マ マ 。 「信 頭 」 と も。 ② こ の タ イ トル 全 体 が,な ぜ こ の 位 置 に あ る の
か 不 明 。(3)は じ めABnCTBUTenbHbleとあ り,語 中 の －HT－を 朱 で 抹 消 。 京 大 本 は
－H－の み を 朱 で 抹 消 。 正= ,1laSticTBHTe皿bHblc.'なおABticTBmenbHblerAaronblにつ い





























注{1}正:nro6nmb.(2}京 大 本 も朱 筆 。{3)正:jiK)6fl'rb.(4)はじめnlo6Hl・bとあ っ
た －M・をflと 訂 正 し,さ ら に 墨 に て 下 にflと 書 く 。 京 大 本 も 同 じ。 ⑤ 正:
HeonpeAbneHHoe.なおBpe"sAnpo皿enmeeHeo叩e,ll'AJieHHOe等の 時 制 に つ い て は 巻
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注{1}こ れ らの 過 去 時 制 に つ い て は巻2 .28オを 見 よ。 さ ら に巻2.27ウ注(5)も参 照 。
{2)京大 本 も朱 筆 。{3}






























注U)正:HeoAHoKpaTHoe.こ の 時 制 に つ い て は 巻2.28オ を 見 よ 。 さ ら に 巻2.27ウ
注(5)も 参 照 せ よ 。{2)正:」 」ro60Banb,以下 表 中 のntO6M－はnlo60一の 誤 り。(3)
正:nK}60BaHsi.(4)正:nro60BaJia.{5)正:nro60Bano,{6}正=HeonpeABneHHoe.
こ の 時 制 に つ き 巻2.28オ,巻2.27ウ 注(5)参 照 。{7)京 大 本 も 朱 筆 。{8)正:
Jlro6nTb.(9)正=6yAell]b.{10正:llK)6mb.01)この 語 全 体 を 朱 筆 で 抹 消 。 京
大 本 も 同 じ。a2)正:6yAyrb.
B6yAy叫eeo丑HoKpamlHωCoBep－

































注(1)正:OAHOKpaTHoell.{2)こ れ ら の 時 制 す な わ ち 「未 来 ・・回 」 お よ び 「未 来 」
に つ い て は 巻228ウ お よ び 巻2.27ウ 注(5)を 見 よ 。(3)京 大 本 も 朱 筆 。{4)正 ニ
ーAK)6HLIIb.(5)正:nOBenHTenbHoe.⑥ 「使 令 法 」 下 に 示 さ れ る 諸 形 態 お よ び 説 明
の 日 本 語 に は 混 乱 が あ る 。Lで は 〈HaKＬloHe曲noBemlTe皿bHaroBpeM∬HacTo凪ee,〉
と し て,ま ず 〈EAvlHcTBeH.〉に 〈月BHraficfl,TblJIBHraitcfl.;OHsa,o,ABHrancH,lmlI
nycK頭 胆HraeTc別.〉,つい で くMHo}KecTBel{.〉に 〈ABHr甜Tecb,耶Hra口TecbBH.;OHIf
丑BIlra酋TecL,HnHnycKannBHraroTcfl.〉と 例 示 す る 。Kも 同 様 で あ る 。 単 純 に い え ば,
Lの 〈IlyCKati>を〈Aa>に 置 き か え,か つ1人 称 を 加 え た もdiが,こ こ に 示 す 表 で
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あ る と い って よ い 。2人 称 ・単 ・複 ・命 令 形 は そ の ま ま。 ま た 〈na>に置 き か え
場 合 の ニ ュ ア ンス の ち が い に つ い て 説 明 が な い(例 え ば グ レー ボ ブ,1898,p.143
参 照)。 よ っ て 表 の 〈男 ・女 ・中 〉 は そ れ ぞ れ 第1人 称 ・第2人 称 ・第3人 称 で
あ り,誤 っ て い る。 ま た3人 称 ・複 数 の 〈fiKO6Al・s>の前 に 〈Aa>があ る べ き で あ
る。(cfi6ウの 使 令 法 。)ま た1人 称 ・単 数 〈Aa∬ro611ro.〉は ふ つ う示 され な いが,























『愛 ス ル 』〔2)
JIIo6月岬.(6}
『愛 シ タ リ シ』(2)
JIK)6HBHIi黄.















注(1)正:HeofipeAtsneHHoe.なお 「不 定 法 」 につ い て は 巻2 .26オお よ び 同 注(4)を
見 よ 。 ② 京 大 本 も朱 筆 。(3)正:RPIIHaCTierJlaro皿a.「分 動 詞 」 は 「分 勤 評 」
と も。 巻2.29ウを 見 よ。{4)正:nBe叩HqacTie理aro聰.「切 断分 動 詞 」 は 「切 断
分 動 辞 」 と も。 巻2.31オを 見 よ。{5)朱 点 。 京 大 本 も 同 じ。(6}正:JIIo白山猶.
(7)nro6"叫Siと一・uallの語 尾 を と る の は ロ シ ア 教 会 ス ラ ヴ 語 形 。 元 来 は 能 動 分 詞 現
在 ・短 語 尾 ・女 性 単 数 主 格 形 。Lは 〈ABmafi,ABSiraK)UH>の2形,Kは〈,llBMralOHIf>
の み を 掲 げ る が,い ず れ に せ よ 一911とい う ロ シ ア 的 語 尾 を 有 す る形 態 を 示 す 。cf.
10オ にryllHK)HIIとあ り。{8}正:nro6nB-H、 ⑨ 「セ 」 を 朱 で 抹 消 。 京 大 本 同
じ。Oo)正:noJlto6HB山i'M.抽"ro6nHBaTbcflの形 は18世 紀 ロ シ ア 語 辞 典 に 登 録
され て い る。
CTPaAaTenb}1もler"aroJrs.(1)
所 働 動 詞 ω
1
此章所 働動詞6b1TbF謂フ語 ノ他 動詞 ト連合 シタル者ニノ讐ハ
「文法規範』巻三75
藷 。鑑M。,6㍑㈲孟 監砿 、如,
能働動 詞二連合 スル者 ヲ所働動詞 ト云 フ。今其諸法縛移 ノ例 ヲ示 ス。5
「但シ単複種類三名等 ノ別二曲デ縛移スレ任
















注{1}正:blarollbi.{2}「所 働動 詞 」 は 「被 動 静」 と も。 巻2.22オ～ ウを見 よ。
{3}正:6blTS.{4)朱文字 の文 に朱 枠 で 囲 む。 京大 本 同 じ。 なお 第2行 の首 「時
也 」 は 「時世 」 の誤 り。{5)京大 本 も朱 筆。(6}は じめecrsと書 き,-Tbを墨 で
抹 消 した の ち にその下 にMbと 書 く。-bは5と 書 こう と した もの をbに な お した
感 が ある。 なお,こ の表 で は動 詞6bπbの現 在形 古形 が す べて明 示 され てい6が,
Lで もKで もこれ ら諸形 は表 中 には示 され ていず,分 詞 の みがす な わ ちいわゆ る
被動 形 動詞現 在 のみ が示 され るだ けで あ る。 ただ しLはeCMb...以下 が存 在 して










































































注(1) .正:は じめ6bmsと 書 き5を 墨 で 消 して 上 にaと 訂 正 。 京 大 本 同 じ。{2)は じ
め6ムinsと書 きbを 墨 で 消 して 上 にoと 訂 正 。 京 大 本 も 同 じ。(3)正:nro6HMa.
{4)正:nlo6}IMo.{5}正:HeonHoKpaTHoe.(6)正:6blBaJlb.
B:By丑y皿KeeHeonpe爪BJIeHHoe.





























注 〔1}正:Heo叩eABncHHoe.{2)正:6yAc皿b.(3)は じ め6yAy・i・bと書 き,2番 目 の
yを 一 部 朱 で 消 して,そ の 上 に 墨 でeに 訂 正 。 京 大 本 同 じ。(4)正:6ynyTL.⑤


















































































注(1)正:HeonpeAl}neHl{oe.{2)正:6LITb.{3)短語 尾 与 格 形 。cf.K:6blTbH36HpaeMy,
H36paHy;L,K:6blTbABHraHY.{4}正:nK)61fMaMb.(5)原本 －aか 一}1か判 別 に 苦
し む が ‥aに 近 い 。 京 大 本 も －aと誤 写 。 正:6yny-f.{6)正:6blBaBlllp1.(7)no∬一












中 性 動 詞
遣遥ス







注(1}前 葉 よ り続 い て い る。 す な わ ち 「過 去 一 回 」。(2)正:fiO6SIBaBlliH.{3)前葉
か ら続 い て い る ゆ え に,大 カ ッ コが 抜 け て い る。(4)正=JliO6nvaBamiax.{5)正:
Jlm6nHBaHHoe,(6)正:r"arOllbl.なお 「中 性 動 詞 」 は 「普 働 辞 」 と も い う。 巻































































































注(1)正=ry皿HBaJIS.なお,OHaに 対 して は 一皿aと あ る べ き 。8ウ な ど の 表 で は －nb,
-ilaと表 記 さ れ る べ き と こ ろ。{2)正:HeonpenSneHHoe.(3)は じめ 「未 来 一 回 並









































此 章 再 編 動 詞 ノneqaWlmbcsノ轄 移 ヲ示 ス。」
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npHqacTie.1]LSenpH可acTieω













注(1)正:丑 脱nPHqaCTie.(2)-qvaの語 尾 が 示 さ れ て い る こ と に 注 意 。cf.4オ。{3}
は じめ －aと書 き そ の 上 部 を 抹 消 して －Hに訂 正 。 た だ し正:ry朋B皿H .{4)は じ
め －Bl頭とBを 書 き,上 部 のYを 鉛 筆 で 抹 消 。 京 大 本 －Bの ま ま。{5}正:rynHBa-


































注{1}正:-Cb,な お,-CAはKもLも 母 音 の 後 は －Cbとあ る。 よ っ て,"eqareCbとあ
る べ き 。 し か し現 実 に は 一c"の表 記 も許 容 さ れ て い た と 思 わ れ る 。 以 下 の 表 で は
母 音 の 後 は －Cbと正 す 。 〔2}正:JieHaJinLUbCAt京大 本 も 同 じ。(3)正=皿eqajmTecb.








































注{1)sic.な お 前 葉10ウ 注{1)参照 。(2)正:neuanltnticb.{3)正:noneqaJIImMcb.
{4)正:nonegaJJ}macb,(5)正:noneqanMnllcb.{6)正:noneqaJIHnocb.(7)正l
HeoAHoKpaTHoe.なお 原 本 －HoeのIIは は じ めb1と 書 き,の ちHと 訂 正 。'京 大 本 は
－Hoe.(8)正:lleHaJloBaJr・・.以 下 す べ て －Jlo－を 一nHと誤 る 。 な お 前 葉10ウ 注(1)参
照 。(9)正:neqanoBaJlacb.ae)正:fiegaJloBaJIHcb,00正:皿egaJloBaJlocb.




































京 大 本 も 同 じ。(5)sic.
Ileqa皿flTCfl.
{2)IE:6yACUis.{3}了EA.:6yAeTe.{4)iF:neqanm5cfl.



























Hconpe鵬∬eHHoe.第1の 語 中 のnをpに 誤 る の は 日本 人 的 で あ る 。 以 下 こ の 巻 で
は2度 現 わ れ る:12ウ,18オ 。(5)正:neqanmbc兄.{6}正=」[asefip"HacTie.
{7}正:ileqanfitllitiCfl.、{8}い わ ゆ る 副 動 詞 の 場 合,母 音 の う し ろ で は 一c』が 普 通
だ が,-c兄 の 形 も 許 容 さ れ て い た と 思 わ れ る 。 な=おL,Kは と も に 〈ABSiranCb,
,[(BMraK)¶IC5.〉の よ う に 例 示 す る 。 ま た 形 動 詞 に つ い て は,L,Kも 今 日 同 様,母














両 働 動 詞 ④.
















注(1)12オ 注(8)参照 。(2)正:Ilo"eqaJIIIBLIISICb.{3}正:Fnaronb!.{4)「面 倒 動 詞 」
は 「両 動 辞 」 と も。 巻223オ を 見 よ。(5)正:CnopllTb.(6}HaKJio－のJIを は じ
めpと 書 こ う と して,縦 棒 の み を 書 い て 気 づ き,こ の棒 を 朱 で 抹 消 しnと 訂 正 。








































pの 間 にoを 小 書 き す る 。 京 大 本 も 同 じ。











































注{1)正:HeoAHoKpaT}{oe.{2}eの下 方 に 朱 筆 抹 消 あ り。 京 大 本 も 同 じ。 正:6yAe-



























注(1)田 は 筆 記 体 の 場 合 に ・書 く 下 線 を 伴 う 。 京 大 本 も 同 じ 。 正:fiocnOPMmb.(2)
正:noBennTellbHoe.(3)正:CnopbTe.{4)正:CIIopH'rb.(5)Heはカ ギ 印 を 使 っ
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此 節 助 動 詞6b1Tb,MMSTb等ノ縛 例 ヲ示 ス。
HaKJIOHeHieH3bflBHTe∬bHoc.




注(1)正:、 恥enPHqaCTie.{2)はじめCnopnBllliilと書 き,叫 の下 の カ ギ を 朱 で 抹 消
し 田 に 訂 正 。 京 大 本 も同 じ。{3)正:rAaronb!.(4)「助 動 詞 」 は 「助 働 辞 」 あ






































注(1)正:HacTOHIIIee.{2)筆記 体 が 古 い 書 き方 に よ る。(3)正:eCMb.な お 以 下
の6blTbの現 在形 に関 して はKは,す べて の 諸形 につ き 「ス ラ ヴ語 の書籍 の 中で 」
と注 し,LはEcMs,ecH,ecM6T,ecTeの諸 形 は 「用 い られ ず 」,cYTbは 「書 簡 中
に の み 用 い ら れ る 」 と注 す る。{4}別 珍eCMH.⑤ 原 本1'IPOIIienmeeの語 尾 －ee
































注{1)rloと6b!Banbは 一 綴 り で 綴 る べ き 。(2)正
正:HeoAHoKpaTHoe.{4}正:Heonpe畑 皿eHHoe.
(6}正=6yAeTe.京 大 本 も 同 じ。
:no6biBanH.京大 本 も 同 じ。 〔3)
















































































































































注(1}正:HeofipenBneHHoe.(2)正=HeonHoKpaTIIoe,{3}正:nMBno,京 大 本 も 同
じ。(4)正:HeonpeA加eHHoe.(5)正:6yAeillb.㈲sic.こ こ にHMBHb,ilht3na,
mfBnoと あ る の は 誤 り。 京 大 本 は こ の 部 分3つ を 大 カ ッ コ で ま と め て6yAei'b1形
の み を 示 す 。 す な わ ち 〈OHb/OHa/Oilo6yAelrbIIMB'1'b>とす る 。 こ れ が 正 し い 。 珍





































注(1)正 二BO3bnMbro.以下,表 でBO3bを 離 し て 綴 る が,す べ て 続 け て 一 語 と し て
綴 る べ き 。 な お ふ つ う の 綴 り はBO3blMBTb.以 下 い ち い ち 言 及 し な い 。(2)正:
Bo3bMMI)eM5.{3)正=Bo3甜M由eulb.{4)正:Bo3sliMBeTe.{5)正:Bo3bHMEeT・E,.
(6}正:BO3bnMSron.(7)正:nOBenliTenbHoe.はじ め のnをpと 誤 っ て い る 。 日
本 的 誤 り。(8)正:HMBeMb.(9)正:HM樋.醐 正:HltfsitTe.京大 本 も 同 じ 。
01)正:HMaSCT・b.聞 は じ めon－ をop－ と 書 き,pの 棒 の 下 部 を 朱 筆 で 抹 消 し,n






































注{1}正:Asenpll・lacTie.{2}18世紀 ロ シ ア 語 辞 典 に は こ の ほ か に,nMBK}lucの形
も示 さ れ て い る。(3}は じめBo3sと 書 き,こ れ に 白 紙 を は っ て 抹 消 。 京 大 本 な
し。{4}BO3bは次 に続 け て 一 綴 り。
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